
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昨'１は今11の物 丹の異な')譜数 3０ 4１ 813 8１ 10 3５ 7８ 6３ 5８ 1M ２４’ 608
XIiMl礫で1Kなる 肝数 2５ 3３ 4９ 4９ ７ 2５ 4０ 4０ 2０ 6０ 2２ 370
lI1HUは今日の物 肝の爪なり率 8３．３ 7ｕ６ 55.7 60.5 70.0 71.4 51.3 6６．７ 34.5 60.0 91.7 6ＬＯ
ものである。
るい。精↓せいをいれ。身↓身にあて、、お身におうじたるねがひ、
身
に
つ
き
そ
ふ
。
躯
、
態
↓
さ
ら
ぬ
て
い
、
な
げ
き
か
な
し
む
て
い
。
よ
そ
へ
行てい。肝↓きもをけし、きもをつぶし、きもいらう。」である。
体、姿態の語は名詞総語数の七・三％あるが、卑隈な話以外に体の
名
称
を
用
い
、
笑
の
種
に
す
る
話
も
相
当
あ
る
こ
と
に
よ
る
）
◎
仏
教
に
関
す
る
語
↓
仏
、
本
尊
、
阿
弥
陀
、
経
、
念
仏
、
法
花
経
、
六
斎
念仏、香花、死出三途、卒都婆、布施、わ（話）、誓文、因果、罪、
六道．精進．慈悲、彼岸、幽霊、葬礼、日蓮宗、時宗、禅宗、仏事、
お
逮
夜
、
お
名
香
、
袈
裟
掛
、
名
号
、
門
跡
、
法
、
法
問
、
御
遺
言
、
回
向
、
戸調伏、煩悩、引導、談義、親の日、三悪道、（重ならない語↓
活
仏
、
立
仏
、
弥
陀
の
誓
願
、
経
多
羅
尼
、
南
無
の
一
一
字
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
安楽国、迦陵顛伽、頓證菩提、浄土宗、勝劣、｜致、戒名、呪文、
女
人
成
仏
、
生
死
一
大
事
、
出
離
生
死
、
後
生
一
大
事
、
旦
那
ば
か
ら
ひ
、
彼
岸の中日等々、）（「所、時」等々は紙巾の都合で省略をした。）
以
上
、
類
船
集
と
の
重
な
り
語
を
中
心
に
示
し
た
が
、
言
葉
遊
び
の
世
界
の
ひ
ろ
が
り
が
こ
れ
ら
の
語
か
ら
つ
か
め
る
だ
け
で
な
く
、
付
合
と
い
う
点
で
連
歌
俳譜と深くかかわっていることがわかる。全般的にみて付合による
言葉遊びは連歌的発想によるもので、後の咄本の話の質と異なる。
⑤漢語
昨
日
は
今
日
の
物
語
に
漢
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
二
字
以
上
の
熟
錯（サ変動詞、形容動詞の語幹、副詞化したものも含めて）の異な
り語数は三七二語である。（数詞、人倫語は除く）、文明本節用、
五
本
対
照
改
綱
節
用
集
、
下
学
集
、
運
歩
色
葉
集
等
の
辞
書
に
あ
る
語
を
除
い
た語が（表４）の漢語である。二、三の語を除けば、俗語的用法の
。
「
ふ
ひ
や
う
」
下
肥
に
つ
い
て
ｌ
「
御
か
た
ち
は
天
下
一
お
に
や
け
は、しゅこふ入ちや：…・しんほちの申やうは、しゅこふにうても御
表４）古辞書に見えない漢語徴？）となっている。「守護不入」は「わが尻は守護不入」（醒睡笑）
「おいどはしゆご入（ママ）」〈戯言）から尻に関したことであり、「
ふひやう」はねんじやとれて川Ⅱ刈刈川を取はづひて出され……此
に
ほ
ひ
を
出
さ
ん
と
」
（
戯
言
）
、
「
守
護
不
入
の
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
い
ノ
ー
～
剥けでたを・・…。よくきき参らせたぞ…」（醒睡笑）から「屍」のこ
と
を
さ
し
て
い
る
。
「
守
護
不
入
」
に
対
し
て
「
ふ
ひ
や
う
が
出
る
」
と
付
合
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
ふ
ひ
や
う
が
出
る
」
は
「
歩
兵
が
出
る
・
屍
（
ぶ
ひ
や
う）が出る」の秀句的、もじり的表現と考えられる。（大東急上矼
話
に
尻
の
穴
か
ら
山
伏
の
出
る
話
も
あ
る
。
）
以
上
紙
幅
の
都
合
上
、
多
く
の資料を割愛したので不備な点も多くなった。なお漢語、付合の語
についての詳述は別の機会に譲りたい。大方の御教示を願いたい。
（石川県教育センター）
●印は誓言字考に見える語
蔵本へのう整行とるささ蕊壺詮簾;雌
入ふとはり本言、二、い謹露鋼：
￣夫急一集や、１０日出、
－２５－
(上）
'）くつ（理屈）（１）
●とうしやう（登城）（２）
●いふう（異風）（11）
●ほうもん（法問）（23）
犯すん（値寸）（25）
三悪道（3ｲ）
さう（双）方（師）
しやうやく（燃浴）(,Ｉ）
●しゆもん（呪文）（15）
おふふく（大福）（46）
おちやたう（茶錫）((Ij）
●おめいかう（命講）(７４）
しき（式）次第（52）
ふ（無）作（75）
(~｢）
こひつ（古筆）（６）
●ふんてい（文体）(１０
代（値）さし（11）
こそく㈲三文（l5l
ふひやう（]Ｏ
御みまひ（兇鋒）(２０
はんねつ（煩熱）(24）
十念，GI）
ちけい（IUE契）（5(j）
ちは（痴話）（57）
●こたん（後段）（511）
